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0
0住
宅
は
同
固
に
は
豚
舎

が
多
く
あ
っ
て
例
牛
ハ
エ
、
ヵ

類
が
異
状
に
発
呈
す
る
と
乙
ろ
一
市
で
は
六
月
一
日
付
で
人
事
異

で
あ
り
ま
す
。
豚
の
糞
尿
を
数
一動
を
兜
令
し
ま
し
た
が
、
お
も
な

日
放
っ
て
お
く
と
、
ハ
エ
発
生
一
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

の
好
越
な
場
所
じ
な
り
、
ま
た
一
(
カ

ッ
コ
内
は
旧
任
)
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一
一
一
一
一
三
三
日
一
ム
市
民
課
町
獅
係
長
七
回
巳

一

一
(
鈴
田
出
張
所
長
)

金

・

農
業
童
会
で
は
丞
貸
付
の
内
容
も
自
然
改
正
レ
な
一

で
あ
り
ま
す
。

蚕

と
し
て
い
た
の
を
三
十
万
円
に
五
下
の
農
家
の
転
誘
止
の
た
め
百
円
で
災
害
緊

・
梅
外
移
住
分

一ょ

う

と

す

る

場

合

一

ム

福

祉

事

務

所

社

会

係
長

井
手

首
川
本
年
度
分
包
装
一
げ
れ
ほ
な
ら
な
い
と
い
う
乙
と
か
一
そ
乙
で
第
一
の
改
造
は
従
来
一
引
上
げ
る
、
と
い
う
乙
と
で
し
た
一
の
資
金
な
重
点
的
に
貸
出
し
て
い
一
は
別
枠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
【
凶
号
質
金
】
病
気
、
負
傷
吉
一
克
己
(
福
祉
票
所
)

川
引
，

U

維
封
創
散
賞
金
借
入
一
ら
遅
れ
た
も
の
と
胤
む
れ
ま
す
。
五
専
業
ま
た
は
第
一
種
兼
業
蝉
諒
一
と
こ
ろ
が
て
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
一
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
単
一
市
町
村
に
対
す
る
割
当
は
希
望

一よ
り
治
療

棋

の

ま

じ

充

当

し

玄

鈴

回

出

署

長

今

村

喜

一日

・

霊

勢

望

室

一

貸

付
内
容
の
改
正
点
一
で
あ
っ
て
て
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

一
の
豪
と
い
う
の
は
問
題
が
あ
る
一
蛍
拡
張
ま
た
は
経
莞
民
の
た
め

一額
か
ま
と
ま
り
次
第
、
配
句
が
行
一
ょ
う
と
す
る
助
合

一
(
福
祉
事
訴
)

倉

・

月

に

行

な

い

ま

し

た

一

一

下

の

経

営

規

模

の

豪

へ

貸

出

し

一

の

で

、

最

低

六

十

ア

ー

ル

以

上

ω
一
の
資
金
童
話
に
貸
出
し
を
わ
一
な
わ
れ
る
も
の
と
他
い
ま
ヲ
。
一
【
五
号
資
金
】
準
じ
よ
り
宝
活
一

ム
大
村
市
議
議
話
庶
務
係
長

i

持
・
が
、
密
で
あ
り
ま
一

現

在

の

と

こ

ろ

、

貸

付

認

定

事

一

一

な

v

つ
。
転
落
防

止

の

た

め

の

資

金

一

一

言

語

柔

た

し
そ
れ

に

充

当

一

禁

事

語

、
言
質

)

い仰雑…
u
じ
れ
畳
間
抗
日
向
詩
立
プ
!
貸
付
内
容
を
改
正
J

一
見
詰
持
1

え
る
と
一
け
い
ぺ
い
を

つ一一一
七
日
一
五
項
目
白
一
(
保
護
)

r官
制
二
と
るね
な
い
ま
一
対
抗
日
日
能
付
一
一
重
点
は
経
営
の
充
実
一

7
年度の貸付枠

一
日
砕
す
れ
訪
問
れ
一
都
立
法
許
可
の
一

h
H一刊さん

講

時

四

臨

自

・

2
、
調

2一
だ
よ
り
」
そ
の
他
の
情
報
を
総
合
一

一

i
l
i
-
-
!
i
i
!
i
iし
一
昭
利
三
十
六
年
肢
の
資
金
仲
は

一え

ま

す

。

一

語

、

借

入

れ

の
壁

一
号
、
一
盟
国
係
長
さ
ん
の
詰
に
際

日

後

勢

域

期

か

遅

れ
た
型
由
は
一
し
ま
す
と
貸
付
内
容
の
改
止
点

は

一

一

ど

の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
と
申一

【
一
号
賞
金
】
自
作
地
購
入
の
た
一
二
号
の
場
合
ま
知
事
J
許
可
一
曹
、
一
し
つ
ぎ
の
と
お
り
寄
村
さ
れ
ま
し

6
昨

開

平

一
ご
遣
の
よ
う
に
こ
の
た
び
量
一
つ
ぎ

ωと
お
り
で
す
。
一
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

今
年
一
農
家
に
レ
て
貰
い
た
い
と
重

し
一
し
ま
す
と
白
全
俸
を
百
六
十
僧
一
め
の
資
金
と
す
る
者
一

三
号
の
場
白
山
他
の
伊
人
の
と
た
。

ー

川

崎

一
一
一
基
本
法
か
制
昔
話
誌
の
二
①
貸
付
対
象
蒙
の
経
営
規
模
十
か
ら
は
当
初
出
林
省
℃
考

そ

い
一
た
結
果
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
と
い
一
円
と

ナ
比
さ
れ
、

う
ち
長
崎
県
分

一
【
一
一
号
室
】
小

括

購
入
の
た
一

諾
昔
、
四
号
の
場
台
は
病
院
守
の

玄

大
村
山
社
会
室

訟

へ一

万
円

月
界
比
一
部
改
正
が
行
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
一
の
拡
大
と
一
た
と
こ
ろ
℃
は
一
・
五
ヘ
ク
タ
l
一
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
一
は
一
億
八
千
万
円
で
あ
り
ま
す
。
一め
の
質
金

ιず
る
場
合
一
証
明
、
五
号
は
市
長
の
証
刷
、
六

一ム
大
村
市
遺
供
会
へ
一
方
円

d

d
吋
一
い
ま
す
の
で
、
乙
れ
ら
の
法
律
が
一
②
維
持
賞
金
本
位
の
貸
出
し
か

一ル
以
上

ω豪
を

対
象

ι
Z。
一
そ
れ
か
6
館一一

ω改
辻
点
は
従
一
こ
の
内
訳
は
創
設
賃
金

一
億
一
千
一
【
一一一号
資
金
】
相
続
し
ょ
っ
と
す
一

号
は
そ
れ
ぞ
れ
の
証
明
と
負
悩
証
一ム
大
村
市
消
防
出
へ

一
万
円

一
で
き
れ
ば
、
自
室
維
持
創
設
貨
一
品
護
金
貸
出
レ
へ
の
切
替
え
ア
金
一観

差

益

高

二

十
万
円
を
阪
支
の
考
え
刀
と
レ

τは
中
賄
規
棋
一
苦
万
円
、
維
持
賞
金
ハ
千
五
百
一
る
者
で
豊
島
分
化
を
防
止
し
一
明
曹
が
愛
子
。

一

(

福

祉

事

務

所

)

市役所の庶務
財務詔畏宅の

電話番号がつぎのとお

り変 りましたので、お

知らせします。

庶務課長宅 2 5 6 7 

財務課長宅 2 903 
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第二期分の納期は6月15日から 6月30日

までですo忘れないように靴めてください。

写
真

上
H
郡
中
学
校

中
日
西
大
村
中
学
校

下
日
中
央
小
学
校

ロ
ロ

0

0

0

ロ
ロ
ロ

立
振
に
で
き
に
校
舎
ロ
ロ
ロ
ロ

D

ロ
ロ
ロ

中
・
小
字
校
々
舎
の
整
備
は
毎一
一
一
平
方
メ
ー
ト
ル
(校
舎
八
六
一

一室
と
便
所
一
棟
六
百
五
十
六
・
六

年
度
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
一
二
ニ
、
渡
腕
下
三
三
、
便
所
五
八
=
五
平
方
メ
ー
ト
ル
(
校
舎
六
O
一

和
三
十
五
年
度
に
は
郡
中
学
校
、

一
・
O
八
、
通
路
一
五
・
八
四
卒
万

一子
四
九
、
廊
下
一
六
・
七
二
五
一

西
大
村
中
学
秒
、大
村
中
学
校
、
申

一
川
)

一便
所
三
七
・
四
川
)
で

す

。

一

央
小
学
校
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一

西
大
村
中
学
校
は
普
通
教
室
六

一

な
お
、
西
大
村
中
学
校
(
普
通
一

造
り
一
一
階
組
の
立
派
な
校
舎
が
で
一
教
室
、
便
所
一
棟
延
六
百
・
九
三
重
一
十
教
室
)
お
よ
び
大
村
中
学
一

き
あ
が
り
ま
し
た
。

一平
方
メ
ー
ト
ル

(校
舎
五
三
四

・
一校

(普
通
教
五
-ニ
教
室
)
は
第
二

郡
附
学
校
は
普
通
叡
室
六
、
管一

六
、
壇
脚
下
一

四
・
五
二
、
便
所

一期
工
事
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

理
室
ニ
、
特
別
教
室

一
、
計
九
室一

五一

・
八
一
卒
万
一
灯
)

一

(建
設
課
)

と
便
附
一
棟
延
九
百
六
十
八

・
二
一

中
央
小
学
校
は
普
通
教
室
六
教
一

赤
痢
は
ー一一ー畠

年
中
発
生
@

な
ぜ
発
生
し
に
の
で
し
ょ
う
か

」

==222--22=============
玄==-一-z======
-===
===
=-============
=-一=======ニ==
==

…
月
別
発
生
の
概
要
と
特
色
…

引=================
===
========-
===========
-====-
=-=======
===一========-「

も
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
も
し
赤
痢
菌
を
も
っ
た

ハ
エ
が
食
物
に
と
ま
り
、
そ
れ

を
食
べ
れ
ば
過
労
に
よ
る
嚢
弱

体
で
赤
痢
に
か
か
る
乙
と
も
当

然
の
結
果
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

乙
の
実
例
で

ハ
エ
そ
退
治
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
は
よ
く

お
わ
か
り
の
乙
と
と
思
い
ま
す

七
月
U

農
村

O
O部
落

常
に
多
い
、
と
い
う
環
境
の
な

か
で
感
染
源
は
ど
れ
も
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
と
く
に
赤
痢
菌
を
媒

介
す
る
ハ
エ
が
非
常
に
多
い
と

と
は
お
ど
ろ
か
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
エ
は
一
匹
数
憾
の
パ
イ
菌
を

0
0さ
ん
同
一
家
族
四

名
発
生

生
活
環
境
は
自
家
水
道
、
便

所
手
洗
施
設
な
し
、
ハ
エ
が
非

う

国
鉄
で
一
っ
た
り
、
線
路
で
遊
ん
だ
り
し
て
一
車
が
脱
線
し
た
例
も
た
び
た
び
め

は
六
月
二
列
車
を
止
め
、
ま
た
は
踏
切
で
車
一
り
ま
す
。
昨
年
は
当
室
管
内
で
乙

日
か
ら
六

一が
事
故
を
起
し
た
り
、

鉄
道
の
施
一
の
よ
う
な
妨
害
事
故
が
百
九
十
九

月
三
十
日
一
設
を
妨
害
し
た
り
、
列
車
に
石
を
一
件
も
発
生
、
踏
切
で
の
事
故
が
乙

ま
で
鉄
道
一投
げ
た
り
す
る
乙
と
で
す
。
一
の
う
ち
八
十
五
件
、
二
十
六
名
の

妨
害
防
止
一

鉄
道
と
し
ま
し
で
も
踏
切
施
設
一死
傷
者
を
出
し
て
お
り
ま
す。

運
動
を
実
一
の
改
良
な
と
い
L
全
力
を
尽
し
て
お
一

(〉
鉄
道
線
路
を
通
ら
な
い
乙
と。

施
し
て
お
一り
ま
す
が
、

事
故
の
原
因
を
見
ま
一マ
踏
切
は
必
ず
止
ま
っ
て
左
右
を

り
ま
す
。

一す
と
な
ん
と
い
っ
て
も
近
道
す
る
一
確
め
て
か
ら
通
る
乙
と
。

鉄
道
妨
害
一

た
め
に
線
路
や
通
っ
た
り
、
踏
切
一

マ
子
供
さ
ん
を
線
路
付
近
で
遊
ば

と
申
し
ま
一で一

旦
停
止
を
思
っ
た
り
、
不
注
一せ
な
い
乙
と
。

す
と
、
線
一
意
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
一
以
上
の
こ
と
を
守
っ
て
、
お
互

路
に
石
を
一
と
く
に
韻
繁
樹
に
な
り
ま
す
と
一
い
に
注
意
し
て
、
尊
い
命
を
守
り

置
い
た
り
一
子
供
さ
ん
が
線
路
で
遊
ん
だ
り
、
一
安
心
し
て
乗
れ
あ
鉄
道
に
い
た
し

線
路
を
通
一
線
路
に
石
を
並
べ
た
り
し
て
、
列
一
ま
し
ょ
う
。
(早
岐
鉄
泊
心
安
室
)

そ

踏切りでは必ず止まって

鉄道妨害をなく

八
月

t
九
月

H
O
O
町

の

井

戸

水

に

よ

る

集

団

発
生一

個
所
の
井
戸
水
で
二
十
一

名
の
発
生
を
し
た
実
例
で
あ
る

そ
の
問
題
の
井
戸
は
、
す
掘
り

で
便
所
か
ら
約

二
メ
ー
ト
ル

離
れ
た
地
点
に
あ
り
、
洗
濯
も

す
ぐ
そ
ば
で
し
て
い
た
の
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
設
備
が

不
完
全
で
あ
っ
た
た
め
、
汚
水

が
穆
透
し
井一
戸
の
側
壁
か
ら
流

れ
と
ん
で
い
た
わ
け
で
す
。

乙
と
に
数
世
帯
の
共
同
井
戸

で
あ
っ
た
た
め
、
集
団
発
生
の

う
き
め
を
見
た
わ
げ
で
す
。
現

在
は
カ
ル
キ
等
消
毒
薬
の
投
入

万
法
の
指
導
に
よ
り
そ
の
後
全

然
発
生
し
て
い
ま
せ
ん。

井
戸

消
毒
の
方
法
は
(
下
記
)
表
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

十
月

H
O
O住
宅
一
棟

よ
り
数
名
発
生
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同
一
水

深

α

円
二
戸
水

使
一
井

径
尺

尺
J

P
ハ
尺

ι

口
1

1

3

3

水量単位
薬量単位

(上 棚
カ ッコ 内井戸の消毒

尿
は
雨
水
な
ど
で
う
ず
く
な
る

と
刀
の
発
住
源
に
な
り
ま
す
。

豚
舎
は
清
潔
に
し
、
糞
尿
等
の

汚
水
溜
の
設
備
は
絶
対
に
必
要

で
す
。
(
以
下
次
号
)

人
事
異
動

4尺

薬剤がど入間の方は保険術生jJRへおいでください。
佃l格は500cc入で95円です。

大
村
活
版
所
に
涙
彰
状

市
内
本
町
一一
ー
自
大
村
出
版
所

(
代
表
省
松
尾
久
倒
さ
ん
)
は
工

業
統
計
制
強
L
多
年
悩
ハ
さ
れ
た

功
労
に
よ
り
、
乙
の
ほ
ど
通
商
産

業
大
臣
か
ら
表
彰
状
が
お
く
ら
れ

ま
し
た
の
で
六
月
二
日
大
村
市
長

か
ら
伝
説
さ
れ
ま
し
た
。(庶

秘
謀
)

(写
真
リ
表
彰
状
の
伝

連

u右
側
松
尾
さ
ん
)

立
木
の
伐
採
を
す

る
か
た
は
許
司
を

本
ル宇佐
川叩
γ
い引
説
似
の
適
正

伐
制
令
紘
氷
糊
の
立
外
為
伐
採

さ
れ
る
乃
は
七
月
十
五
日
ま
で

に
林
業
改
以
折
場レ
ド
(大
村
蘇

林
組
ムロ
内
)
に
立
木
伐
採
許
可

申
訪
を
し
て
く
だ
さ
いト。
(脱
林
謀
)
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写
真
H
上

感
謝
状
の
贈
呈

中
川
被
表
者
た
ち

り

社
会
教
育
委
員
決
ま
る

よ市政だ大村(毎月 1日.to日.ro日発行)

入
梅
は
十
一
日
。
雨
に
洗
わ

れ
る
木
々
の
緑
は
美
し
い
も
の

で
す
が
、

一か
た
わ
ら
家
庭
の
主

婦
は
雨
の
仕
末
や
心
づ
か
い
で

家
事
も
と
ど
こ
お
り
が
ち
で
す

そ
こ
で
、
十
日
の
「
時
の
記

念
日
」
に
ち
な
ん
で
、
ど
ん
な

時
同
の
使
い
方
を
し
た
ら
よ
い

か
、
反
省
の
機
会
に
し
て
を
志

す
。
そ
し
て
近
づ
く
真
夏
を
ひ

か
え
て
、
衣
食
住
と
も
準
備
を

整
え
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

。

仰

…陶
ど
き
と

パ
イ
キ
ン
と
い
う

と
、
食
べ
も
の
だ

け
の
よ
う
に
考
え
が
ち
で
す
が

ハ
ダ
着
に
は
乙
ん
な
に
パ
イ
キ

ン
が
つ
く
も
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
あ
る
大
学
教
授

の
発
表
に
よ
る
と
、
直
接
ハ
ダ

に
ふ
れ
て
い
る
シ
ャ
ツ
は
、
洗

い
た
て
の
も
の
を
着
て
も
、
一

日
た
て
ば
一
セ
ン
チ
卒
万
で
八

万
匹
に
も
及
び
ま
す
。
シ
ャ
ツ

一
枚
分
と
な
手
と
こ
の
五
千
倍

に
も
な
り
、
四
侭
匹
の
パ
イ
キ

ン
に
ハ
ダ
が
固
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
乙
れ
で
も
わ

か
る
よ
う
に
、
衣
服
の
清
潔
は

健
康
正
活
に
は
欠
か
せ
な
い
条

件
で
す
。

士口
留
敏
子

一ム
絵
本

(
新
品
)
一
八
山
、
ゴ
ム

一

風
せ
ん
六
五
コ
、
脱
(
紙
製
)

(巧
年
6
月
J
M均
年
3
月

)

一

一

O
O本

抗
出
部
作
屯

藤

ム
じ
ゃ
が
い
も
七
キ
ロ

乾
尚
一

原
静
枝

場

久

田

松

喜

久

雄

一

ム
菓
子

一

O
O円
、
新
聞
紙
、

ム
新
聞
紙
一
二
キ
ロ

古
町
市
一

頑

具

古
町
六
区

小
凶
喜
男

営
住
宅
森
一
郎

ム
衣
剣

一ム
茶
器
一
セ
ッ
ト
、
新
聞
紙

二
点
原
口
住
宅
小
宮
一
銭
一
六
キ
ロ

市
首
ア
パ
ー
ト
一

ム
ト
マ
ト
五
キ
ロ
、

キ
ャ
ベ
ツ

一
瀬
幸
男

三
キ
ロ
松
並
町
杉
本
平
作
一

ム
衣
類

(
叩
古
)
四
三
点
、
さ
つ

ム
雑
巾
上
質
八
枚
古
町
六
区
一
ま
い
も
、
野
菜
一
0
キ

ロ

松

小

園

紙

子

一

帯一町

山
田
英
雄

ム
雑
巾
三
枚
、
絵
本
八
冊
一
ム
午
開
問
杭
一
コ
原
口
住
宅

松
並
町
田
中
勝
美

一

小
宮
義
信

ム
窓
ガ
ラ
ス
五
枚
本
町
熊
一

ム
野
菜
五
キ
ロ

国

松

松

本

ガ

ラ

ス

白

一

品
一作

ム
甘
藷
一

0
キ

ロ

ム

外

科

用

ピ

ン

セ

ッ

ト

(

大

)

一

水
道
創
設
時
の

の刊住同

水

道

週

間

が

六

月
五
日
か
ら
十

知

一
固
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が

刈

市

水

道

局

で
は
節
一日
目
の
五
日

ぺ
午
前
十
一
時
か
ら
同
局
で
水
道
制

汁

i
設
当
時
、
町
会
議
員
と
し
て
、
と

組

制

く

に
尽
力
さ
れ
た
か
た
お
よ
び
土

佐

縦

地
を
無
償
で
提
供
さ
れ
た
か
た
な

i

i

-

・米

通

ど
の
功
労
者
に
渋
江
水
道
事
業
管

寸

水

理
者
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
券
贈

下

り

ま

し

た

。

功
労
者
に
感
謝
状

(
水
道
局
)

①
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
そ
受
一
学
識
経
験
者
か
ら
義
明
し
、
任
期
一
ム
橋
本
野

(三
城
小
学
校
長
)

け
た
青
少
年
教
育
に
関
す
る
特
一
は
二
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

ム
御
厨
虎
春

(萱
瀬
中
学
校
長
)

定
の
事
項
に
つ
い
て
、
社
会
教
一
六
月
三
目
、
初
の
社
会
教
育
委
一
ム
溝
上
太
久
馬

(市
公
民
館
連
絡

育
団
体
、
社
会
教
育
指
導
者
、
一
員
会
を
開
き
、
委
員
長
に
鳥
山
武
一
協
議
会
副
会
長
)
ム
大
村
芳
子

そ
の
他
関
係
者
に
助
言
と
指
導
一
氏
を
決
め
、
今
後
の
社
会
教
育
の
一
(
市
連
合
婦
人
会
長
)
ム
石
橋
隆

を
与
え
る

一

総

合

的

計

画

(
地
区
公
民
館
、
申
一
也
(
市
青
年
団
連
絡
協
議
会
長
)

⑤
社
会
教
育
団
体
に
補
助
金
が
一
央
公
民
舘
の
拡
張
、
視
聴
覚
ラ
イ
一
ム
永
尾
五
平
(
市
議
会
議
員
)

交
付
さ
れ
る
場
合
教
育
委
員
会
一
プ
ラ
リ
!
、
社
会
体
育
な
ら
び
に
一
ム
鳥
山
武
(
向
陽
高
等
学
校
長
)

に

意

見

を

述

べ

る

一

市

賞

ク

ラ

ウ
ン
ド
の
運
営
、
そ
の
一
ム
村
川
武
寿
(
大
村
倉
庫
常
務
)

乙
と
な
ど
が
職
務
で
、
定
数
は
一
他
)
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
一
ム
深
堀
富
栄
(
国
立
大
村
病
院
松

十
人
と
な
っ
て
お
り
、
学
校
長
お
一
社
会
教
育
委
員
は
つ
ぎ
の
と
お
一
並
病
棟
察
局
長
)

ム
西
村
義
準

よ
び
社
会
教
育
団
体
の
代
表
者
、
一
り
で
す
。
(
敬
称
略
、
順
不
同
)
一
(
大
村
信
用
金
庫
理
事
長
)

げ
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。
ド
ロ
ハ
ネ
落
し
は
梅
雨

ど
き
の
め
ん
と
つ
な
仕
事
で
す

が
乾
い
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
裏

側
か
ら
た
た
く
よ
う
に
し
て
と

る
の
が
一
番
で
す
。
そ
の
あ
と

ブ
ラ
シ
を
か
げ
で
払
い
ま
す
。

ま
た
ビ
ロ
ー
ド
で
十
セ
ン
チ
角

ぐ
ら
い
の
小
さ
な
ア
ト
ン
を
作

「
て
お
き
、
乙
れ
で
ホ
コ
リ
を

せ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
工
夫
の
一

つ
に
キ
ウ
リ
、
一
種
の
サ
ラ
ダ

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

キ
ウ
リ
を
た
て
に
四
つ
に
割

り
、
一
セ
ン
チ
間
隔
の
ジ
ャ
腹

に
切
っ
て
、
う
す
婦
の
あ
と
固

く
し
ほ
り
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
(
あ

る
い
は
酢
油
ソ
1
ス
)
で
あ
え

ま
す
。
同
じ
キ
ウ
リ
で
も
切
り

。
じ
め
じ
め
し

た
耐
と
き
で
一

審

気
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
台
所
は
、
悶
さ
え

降
ら
な
り
れ
ば
窓
や
戸
棚
を
開

放
し
て
空
気
の
流
通
を
は
か
り

ま
す
。
で
き
れ
ば
反
則
の
と
と

保
育
所
ヘ
贈
物

(申
央
保
育
所
)

松
山
郷

コ

コ
古
町
田
崎
虎
雄

一

町
六
区

原
正

ム
み
か
ん

一
四
キ
ロ
、
ボ
l
ル
一
ム
絵
本

(中
古
)
一二二
冊

(
大
)
一
コ
大
村
市
社
会
福

一

出
津
光
永
規

祉
協
議
会

一

ム
午
服
用
杭
一
コ

ム
桜
苗
木
(
四
O
O円
)
一
一
古
一
中
島
孝
子

-
7

ん

乳

剤

(二
O
)
の
四
O
O倍
敢

ニ

小

で

防

除
レ
ま
し
ょ
う
。

rも《矛、「.

〔
麦
〕

乾
燥
不
十
分
だ
と
品

〔
水
稲
】

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
パ

-

J

質
が
低
下
し
ま
す
。
十
分
に
乾

ィ
、
ヒ
メ
ト
ピ
ウ
ン
カ
が
発
生

燥
す
る
と
と
も
に
淵
引
を
よ
く

し
て
い
ま
す
。
イ
シ
ユ
ク
病

を

:し
ま
し
ょ
う

媒
介
し
ま
す
の
で
早
急
に
共
同

で
防
除
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
キ

〔
甘
藷
】

捕
え
つ
け
を
急
ぎ

R
防

6
7
6
J
4
!

硫
酸
ニ
コ
チ
ン
六
0
0
~

リ
ウ
ジ
の
被
筈
も
本
年
は
多
い

ま
し
ょ
う
。
お
そ
く
と
も
十
五

散
布
し
ま
す
の

よ
う
で
す
。
わ
い

T
乳

剤

日

ご
ろ
ま
で
に
は
絡
る
よ
う
に

(一一

O
)
あ
る
い
は

B
H
C
し
ま
し
ょ
う
。

竹
松
住
宅

農

事

メ

百王
凶j
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国
民
年
金
の
保
険
料
の

納
付
は
年
金
印
紙
で

拠
出
制
国
民
年
金
の
保
険
料

で
あ
る
年
金
印
紙
は
、
福
祉
事

務
所
と
各
出
事
所
で
発
売
し
て

い
ま
す
。

四
、
五
、
六
月
分
の
保
険
料

は
七
月
末
固
ま
で
納
付
す
れ
ば

よ
い
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が

ま
と
め
る
と
多
額
と
な
り
ま
す

の
で
、
な
る
べ
く
毎
月
納
め
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
前
納
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
福
祉
事
務
所
か
出
張
所

に
国
民
年
金
手
帳
と
印
鑑
を
持

参
し
、
前
納
申
込
書
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。
前
納
申
込
書
に
よ

り
県
か
広
前
引
き
さ
れ
た
告
知

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ

の
告
知
書
に
よ
り
納
付
す
る
乙

と
に
な
り
ま
す
。(
福
祉
事
務
所
)

計
量
士
に
な
り
た
い
方
へ

計
量
に
関
す
る
業
務
に
従
事

ず
る
官
公
庁
職
員
、
お
よ
び

一
般
会
社
員
、
な
ら
び
に
計
量

土
に
な
り
た
い
か
た
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
計
量
教
習
所
入
所
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
受
験

し
て
く
だ
さ
い
。

ム
試
験
H
七
月
二
十
八
日
、

二
十
九
日
試
験
場
所
H
福
附

市
薬
院
堀
端
中
央
計
量
検
定
所

福
岡
支
所
試
験
科
目
H
一般

常
識
、
数
学
、
物
理

ム
願
書
提
出
H
六
月
一
日
l

七
月
十
固
ま
で
、
東
京
都
新
宿

区
市
谷
河
田
町
八
番
地
通
商

産
業
省
計
量
教
習
所
ヘ

ム
受
験
資
格
日
新
制
高
等
学

校
、
旧
制
中
学
校
、
旧
制
高
等

小
学
校
尋
常
科
帯
革
業
、
ま
た

は
修
了
し
た
者
、
お
よ
び
文
部

大
臣
が
同
等
以
上
の
学
力
を
有

す
る
と
認
定
し
た
者

ム
提
出
書
類
H
①
入
所
試
験

受
験
願
書
、
①
腹
限
替
、
①
写

真

(訊
験
前
六
カ
月
以
内
に
正

面
、
半
身
脱
帽
で
撮
影
し
た
手

札
型
で
裏
面
に
氏
名
を
自
署
し

た
も
の
)
、
①
学
校
の
草
業
証

明
①
そ
の
他
(
商
工
水
産
課
)

多良岳地域、測量のため

本年末まで土地立入り

農
地
法
第
八
十

二
条
の
規
定
に
よ

り
開
拓
事
業
に
関

す
る
測
量
の
た
め

つ
ぎ
の
と
お
り
立

入
調
査
を
実
施
す

る
旨
、
県
知
事
か

ら
通
知
を
受
け
ま

し
た
の
で
関
係
者

各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。ム
立
入
の
目
的
多
良
岳
地
成

農
地
開
妬
事
業
に
伴
う
溜
池
敷

地
お
よ
び
水
路
、
帥
形
測
量
の

た
め
ム
立
入
の
場
所

中
岳
郷
字
日
間
、
鶴
坂
、
新
左

ヱ
門
木
場
、
杉
谷
、
川
谷
、
開

田武
部
郷
字
H
大
野
原
、
辺
部
、

新
井
手
、
本
谷
、
上
ツ
ド
ヘ
、
下

ツ
ド
へ
、
よ
長
附
、
下
長
附
、

上
杉
の
卒
、
下
杉
の
卒
、
管
谷

木
場
郷
字
H
大
多
武
、
横
石
、

上
椎
池
、
椎
池
、
卒
野
、
鳥
帽

子
谷
、
糖
下
、
芋
加
手
、
三
ヶ

月
、
早
岐
、

早
岐
頭
、
松
尾
頭

木
下
平
小
川
郷
字
H
横
山
一頭
、
水

無
、
ダ
ラ
林
、
横
山
西
卒
、
横

山
、
大
舟
尾
、
矢
鎚
、
松
内
、

卒
山
諏
訪
郷
字
日
向
林
、
舵
淵
、
上

山
、
楢
現
山
、
梅
林
、
黒
岩
、

岳
木
場
、

mm山
、
小
池
田

池
田
郷
字
H
木
ウ
ヅ
キ
谷
、
古

田宮
代
郷
字
H
夫
婦
石
、
開
、
孫

十
、
広
ガ
リ
、

矢
形
石
、
腕
石

賀
ム
回
、
ト
ラ
ウ
ツ
ギ
、
申
丸

尾
、
久
保
、
大
迫
、
古
田
、
井

手
口
、
城
出

ム
立
入
期
間
昭
和
三
十
六
年

六
月
三
日
か
ら
十
二
月
三
十
一

日
ま
で

A
測
量
に
従
事
す
る
者

長
崎
県
臨
地
農
林
部
践
地
開
拓

課
長
崎
県
技
師
内
田
降
佐
ほ

か
六
名

(
企
画
室
)

読
書
会
・

一
般
婦
人

委
員
長
に
鳥
山
氏

市
教
育
委
員
会
で
は
よ
り
よ
い

①
社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画

社
会
教
育
を
行
な
う
た
め
、
教
育
を
立
案
す
る

委
員
会
の
諮
問
機
関
と
し
て
今
回

⑦
会
議
そ
聞
い
て
、
教
曹
査
員

新
た
に
社
会
教
育
委
員
を
お
く
乙
会
の
諮
問
に
応
じ
、
意
見
を
述

と
に
な
り
、
つ
ぎ
の
十
名
を
回
安

ベ
る

員
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

①
以
上
の
職
務
を
行
な
う
た
め

社
会
教
育
委
員
は
、
に
必
要
な
研
究
調
査
を
行
な
う

払
う
の
に
使
う
の
が
便
利
で
す
万
一
つ
で
新
鮮
に
見
え
る
と
い
も
考
え
て
台
所
の
窓
に
は
ア
ミ
川

一
O

カ
ボ
チ
ャ
、
?
っ
例
で
す
。
一
戸
を
入
れ
た
い
の
で
す
が
、

一戸

川

一
食

…
ナ
ス
紅
ど
夏
野
菜

O

魚
で
は
小
ア
ジ
を
は
じ
は
あ
わ
せ
目
が
き
っ
ち
り
し
ま
一

4

一
が
出
回
り
、
キ
ウ

め
、
夏
の
味
覚
の
イ
サ
キ
、
セ
る
よ
う
、
作
っ
て
も
ら
い
ま
す
一

リ
、
キ
ャ
ベ
ツ
は
特
に
安
く
な
イ
ゴ
な
ど
生
き
の
よ
い
と
と
ろ
戸
が
軽
い
の
で
使
い
や
す
い
か

w

り
ま
す
。
食
欲
の

減

る

と

き

で

が

出

回

り

ま

す

。

国

腕

き

が

さ

ら

で

す

。

叫

す
か
ら
、
目
先
を
か
え
て
、
ピ
っ
ば
り
し
お
い
し
い
も
の
で
す
@
梅
雨
あ
け
の
家
内
を
涼
一

タ
ミ
ン
摂
取
の
う
え
か
ら
も
、
が
、

若
い
人
向
き
に
は
カ
ラ
揚

し
く
す
る
た
め
、
家
具
や
カ

l
川

大
い
に
宜
野
菜
を
食
ゼ
ン
に
の
げ
に
し
て
、
熱
い
と
乙
ろ
そ
マ
テ
ン
の
配
置
が
え
を
し
ま
す
。
…

'リ
ネ
に
す
る
と
よ
ろ
乙
ば
れ
ま
と
れ
に
は
①
、
窓
ぎ
わ
を
開
放
川

す
。
サ
ラ
ダ
オ
イ
ル
、
酢
、
そ
す
る
と
と
。
窓
ぎ
わ
に
物
を
積
川

れ
に
う
す
切
り
の
に
ん
じ
ん
、
ん
で
お
い
て
は
風
通
し
を
.
琴
ニ

玉
ね
ぎ
を
ま
ぜ
た
中
に
つ
け
る
す
る
の
で
、
不
要
な
も
の
は
し
川

方
法
で
、
乙
れ
だ
と
一
晩
は
ら
ま
い
込
む
。
②
、

天
井
か
ら
の
川

く
に
保
ち
ま
す
。
熱
を
防
ぐ
乙
と
。
ト
タ
ン
屋
根
川

で
し
た
ら
、
臼
系
統
の
色
に
塗

川

り
か
え
る
の
が
よ
い
し
、

屋
根
川

ワ
ラ
の
通
風
も
し
ら
べ
ま
す
。

た
だ
し
ネ
ズ
ミ
の
入
り
乙
む
余
川

地
の
な
い
よ
う
な
注
意
も
。

か
ら
会
員
を
募
集

市
立
凶
書
館
で
は
一
昨
年
五

月
か
ら
読
書
会
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
乙
の
た
び

一
般
婦

人
層
の
説
書
熱
毎
日
間
ん
に
す
る

た
め
、

読
智
会
の
会
員
を
市
内

一
般
婦
人
の
中
か
ら
つ
の
る
乙

と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
希
望
の

か
た
は
つ
ぎ
の
こ
と
を
と
一本
知

の
う
え
と
出
席
く
だ
さ
い
。

ム
方
法
月
一
同
図
書
館
に

集
っ
て
説
書
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
を
す
る
。

図
曹
は
各
会
員

自
由
に
選
択
し
て
一
カ
月
間
貸

し
出
す
。

ム
期
日
と
時
間

毎
月
二
十

五
日
、
午
後
二
時
!
四
時

ム
場
所
図
暫
舘
閲
覧
室

ム
会
費
不
要

ム
入
会
資
格
市
内
科
住
の

婦
人ム

そ
の
他
指
導
者
は
別
に
定

め
な
い
。

と
き
ど
き
講
師
を
招
い
て
誠

演
等
を
き
く
こ
と
も
計
画
し
た

'v 今
月
も
二
十
五
日
に
聞
く
乙

と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

ど
出

席
く
だ
さ
い
。
(
凶引い
制
)

時

間

を

守
り
ま
し
ょ
う


